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子どもがゲーム機を使うとき
ゲーム機等情報端末はインターネットに接続してソフトをダウンロード購入したり、他のユーザーとコミ

ュニケーションをとったりすることができます。多様な機能・サービスの説明と子どもが安心して使うた

めの「保護者による使用制限機能（ペアレンタルコントロール）」を確認してから子どもに手渡しましょう。

参考サイト

ゲーム機・スマホのフィルタリングとウィルス対策について
ゲーム機、音楽プレーヤー、スマートフォン、携帯電話等を持たせる（使わせる）前には、子どもの成長

に応じたフィルタリング・ウィルス対策の設定をお願いします。

レーティングマーク（対象区分マーク）
販売されている家庭用ゲームソフトには、内容や表現により対象年齢の

目安が決められています。

※CEROレーティングマークの年齢区分はゲームの難易度を示すもので

はありません。

※ゲームソフトのパッケージの裏面・背表紙に表示されています。

レーティング制度の詳細については、CERO のホームページをご覧くだ

さい https://www.cero.gr.jp/publics/index/17/

スマホなどアプリのレーティングについて
スマートフォン、タブレット、音楽プレーヤーで利用できるアプリにもレーティングが提示されていま

す。アプリを提供しているストアごとに基準を定めているので、たとえば同じアプリでも Android と iOS

ではレーティングは異なります。 ※YouTube は１７＋です。「YouTube KIDS」を使いましょう。

任天堂

「保護者のみなさまへ」
https://www.nintendo.co.jp/parents/index.html

®SONY「PlayStation Safety

(保護者向け)」

http://www.playstation.com/ja-jp/support/account/psn-

safety-parents-guide/

年齢区分マーク（平成１８年改訂）



安心・安全な環境作りについて
鳥取県 PTA 協議会が提唱した「メディア２１：００」運動を全県の共通ルールとして、各家庭や地域で子

どもたちが安心・安全にインターネットを利用できる環境づくりを進めています。

学校や地域で開催される研修会へ参加し、スマートフォン等インターネット端末の機能や子どもの使

い方・使っているアプリ、困ったときの相談先などについてしっかりと知っておきましょう。

(鳥取県ケータイ・インターネット教育啓発推進協議会 「電子メディアとうまくつきあおう」より）

「わが家のやくそく」 ～ルールづくりのヒント～
家族みんなで話し合い、「わが家のやくそく」をつくりましょう。

ポイント １

「いつまで」「どのくらい」等、子どもにも判断できる

約束にしましょう。

ポイント ２

日頃から家族で約束が守れていることを確認し合い、

守れたらたくさんほめてあげましょう。

ポイント ３

約束が守れないときや、子どもの成長に合わせて、

見直し・更新しましょう。

やくそくの例

□あそんでいいのは、１にち ぷんまで。

□みたい、あそびたいときは、

おとうさん・おかあさんにきいてから。

□ふとんに はいるまえは、つかいません。

□ごはんの じかんは つかいません。 出典：内閣府・内閣官房・文部科学省他 ２０１９年１月発行

家族がよく見えるところにはって見守りましょう。

「メディア２１：００」運動とは・・・

鳥取県の子どもたちは、２１時以降は友達を巻き込むような LINEなどのコミュニケーションツ

ールやゲームの利用をやめて、相手の時間を尊重しようという運動。


